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物  質  名 ピリジン ＤＢ－37 

別   名 － 
 

C A S 番号 110-86-1 
PRTR 番号 第 1種 259 
化審法番号 5-710 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 C5H5N 分 子 量 79.10  
沸 点 115.2～115.3 ℃ 1） 融 点 －41.6 ℃ 1） 
蒸 気 圧 20.8 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 2.60 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.65 3） 水 溶 性 可溶 (20℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,500 mg/kg 5）  
 ラット 経口 LD50 891 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 28,500 mg/m3 (1ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、0.25、10、10、25、50 mg/kg/dayを 90日間強制経口投与した結
果、雌の 10 mg/kg/day以上の群で用量に依存した肝臓相対重量の増加を認めた。一方、雄で
は、0.25 mg/kg/day 群で肝臓相対重量の減少を認めたが、他の暴露群で認めなかったことか
ら、偶発的なものと考えられた。これらの結果から、NOAELは 1.0 mg/kg/dayであった 6）。

・ラットに 0、26、130 mg/m3 を 6ヶ月間（7時間/日、5日/週）吸入させた結果、26 mg/m3 で

成長率、死亡率に対する影響を認めなかったが、肝臓相対重量の増加を認めた。この結果か

ら、LOAELは 26 mg/m3 （暴露状況で補正；5.4 mg/m3）であった 7）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・B6C3F1マウスの雄に 0、50、85、160 mg/kg/day、雌に 0、60、100、190 mg/kg/dayを飲水に
添加して 13週投与した結果、50 mg/kg/day以上の群の雄で精子の運動性のわずかな減少を認
めたが、雌では発情周期の長さに有意な差を認めなかった 8）。 
・Fischer 344 ラットに 0、25、55、90 mg/kg/day を飲水に添加して 13 週間投与した結果、90 

mg/kg/day 群の雄で睾丸及び副睾丸の萎縮を伴う体重減少を認め、雌で発情周期の延長を認
めた 8）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・29 歳の男性が約 500 mg/kg を経口摂取し、吐き気、めまい、腹痛及び肺のうっ血の後、43
時間後に死亡したとの報告がある 9）。 
・約 405 mg/m3を 1～2週間（4時間/日）吸入した労働者で、頭痛、めまい、不眠症、吐き気及
び食欲不振の症状が認められた 9）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 10） 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 
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許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 11）  TLV-TWA 5 ppm（16 mg/m3）  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1.0 mg/kg/day（肝臓
相対重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 0.1 mg/kg/dayを暫定無毒性
量等に設定する。 
吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 16 mg/m3（刺激、肝臓、腎臓、中枢神経系への影響の

予防）を採用し、暴露状況で補正した 3.8 mg/m3を暫定無毒性量等として設定する。 
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